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南
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宗
撰
　

　
　
　
『

伝
法
偈
下

語
』

の

意
義

如
浄

・

道
元
に

関
す
る

説
示
を

中
心
と

し

て

谷

孝

一

四
八

龍

道
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は

じ

め

に

　
室

町
期
に

活

躍
し

た

南
英
謙
宗

2
三

八

七

〜
一

四
六

〇
、

以

下

謙
宗
）

は

五

位
思

想
の

碩
学
と

し

て

知
ら

れ
、

多．
く
の

著

作
を

残
し

て

い

る
。

『

伝
法
偈
下

語
』

（

駒

澤
大
学
図

書
館
所
蔵、

以

下

『

下

語
』

）

は
、

過
去
七

仏
よ

り
謙

宗
の

本

師
で

あ
る

耕

雲

寺

開
山

傑

堂

能

勝

2
三

五

五

〜

一

四

二

七
、

以

下

能
勝）

に

至

る

ま
で

の

諸
仏
諸
祖
に

関
す
る

、

伝
法
偈

や

開
悟
の

機
縁
に

対
す
る

講
義
録
で

あ
る

。

本
書
に

は

謙
宗
以

前
の

曹

洞
宗
の

祖
師
に

関
す
る

貴
重

な
言
句
が

含
ま

れ

て

お

り
、

謙
宗
自
身
の

思

想
に

加
え

、

南
北
朝
・

室

町
期
の

曹
洞

禅
僧
の

思

想
を

考
察
す
る

上

で

も
重
要
と

な

る
。

　

椎
名
宏
雄
氏
は

『

下

語
』

の

書
誌
を

検
討
し

、

さ

ら

に

本
書
が

謙
宗

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

1
）

の

親
撰
で

あ
る
こ

と

を

明
確
に

示
し
て

い

る
。

椎
名
氏
は

、

本
文

中

に

謙
宗
の

撰
述

書
類
に

特
有
の

文
体
が
見
え

る
こ

と

や
、

謙
宗
が

師
の

能

勝
か

ら

『

伝
心
法
要
』

の

要
句
を
直
に

聴
聞

し

た
こ

と

を

記
す
文
言
が

存
在
す
る

こ

と
か

ら
、

本
書
が

謙
宗
の

親
撰
で

あ

る
と

断
定
し
て

い

る
。

さ

ら

に

謙
宗
が

伝
法
偈
の

講
述
を
行
っ

た

の

は
、

瑩

山

紹
瑾
（

一

二

六
四

〜

＝
二

二

五
、

以

下

紹
瑾
）

の

『

伝
光

録
』

を

範
と

し

な
が

ら
新
た

に

伝

法
偈
を
素
材
と

し
、

自
己

の

洞
上

に

お

け
る

立

場
を

明

確
に

し

よ

う
と

し

た

か
ら
で

あ
る

と
の

推
察
を

加
え

て

い

る
。

　

た

だ

し
、

椎
名
氏
に

よ

る

『

下
語
』

の

検
討
は
、

紹
瑾

の

撰
述
と

さ

れ

る

『

秘
密
正

法
眼
蔵
』

を

主

題
と

す
る

研
究

の

中

で

行
わ

れ

た

も
の

で

あ

る

た

め
、

中
世
曹
洞
宗
の

思

想
を

探
る
こ

と

が

で

き
る

貴
重

な
文

献
で

あ
る

こ

と

が

指
摘

さ

れ

な

が

ら

も
、

具
体
的

な

内

容
に

ま

で

は

言

及
さ

れ

て

い

な
い

。

ま

た
、

そ
の

他
の
『

下

語
』

に

関

説
す
る

論

考
も

、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
（

2）

こ

の

『

秘
密
正

法
眼
蔵
』

の

書
誌
的
考
察
に

ち

な

む

も

の

が

多
い

。

　

よ
っ

て

本
論
で

は
、

『

下

語
』

に

記
さ
れ

る

如
浄
（

二

六
二

〜
一

二

二

七）

と

道
元
（

一

二

〇
〇

〜
一

二

五

三
）

に

関
す
る

説
示
を

中
心
に

考
察
を

加

え
、

本
書
の

中
世
曹
洞
宗
史
上

に

お

け
る

意
義
を

明
ら
か

に

し

た
い

。

『

伝

法
偈

下
語
』

の

講
述

形
態
と

出

典
傾

向

ま
ず
は

『

下

語
』

に

お

け
る

謙
宗
の

講
述
形
態
を

、

過

去

七

仏
の

迦
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葉
仏

章
を
例
と

し

て

確
認
し

た
い

。

　
迦
葉
仏
偈
日

、

一

切
衆
生

性
清
浄、

従
本
無

生
無
レ

可
レ

滅
、

即
此

、

身
心
是

．

　
幻
生
、

幻
化
之
中
無一

罪
福の

　
　
月
云

、

一

切
衆
生

性
清

浄
、

　
　
生

円
覚
清
浄、

従
本
無
生

無

　
　
即

此
ノ

身
心

是

幻
生

、

幻
化
之

中

無
罪
福

、

瞥
然

ト
シ
テ

飛

過
誰

家
ノ

燕
。

、

驀

　
　
地
ロ

来
，

何
ノ

処
、

花
ソ

、

（

『

下

語
』

二

丁
表

、

読
点
・

傍

線
筆
者

、

以
下
同

）

　
ま

ず
は

じ
め
に

本
則
と

し

て

迦
葉
仏
の

伝
法

偈
が

提
示
さ
れ

、

さ
ら

に

「

月
云
」

と

し
て

謙
宗
の

講
述
が
続

く
。

伝

法
偈
の

第
一

句
に

対
し

て

『

円

覚
経
』

の

経

文
（

傍
線
 ）

が
、

第
二

句
に

対
し

て

豊

干
が

寒

山
に

答
え
た

詩
偈
（

傍
線
 
）

が

引
用
さ

れ
、

さ

ら

に

第
三
・

四

旬
に

対
し
て

は

南
宋
の

洪

邁
（

＝

二
一
二

〜
一

二

〇
二
）

の

編
纂
し

た

『

夷
堅

志
』

「

甲
志
」

巻
六

に

収

録
さ

れ

る

陳

築
の

「

春
晴
詩
」

の
一

節
（

傍

線
 
）

が
引
用
さ
れ
て

い

る
。

　
こ

こ

で
の

講
述
は

ま
さ

し

く
下

語
の

形
態
と

な
っ

て

い

る

が
、

章
に

よ
っ

て

は

会
下
の

僧
と

の

問
答
を

記
録
し

た

り
、

あ
る

い

は

拶
語
を
発

し
て

回

答
を

求
め

、

そ

れ

に

対
す

る
一

転
語
（
代
語）

を

唱

え

る

な

ど
、

単
な
る

下

語

集
と

は

言
え
な
い

形

態
も

有
し

て

い

る
。

　
『

下
語
』

の

出

典
傾
向
の

特
徴
と

し

て

は
、

こ

の

迦
葉
仏

章
に

端
的

に

見
ら

れ

る

よ

う
に

、

経
典
・

祖

録
に

限
ら

ず
、

詩
文

集
や

外
典
か

ら

の

引
用

も
多
く
含
ま

れ

る
こ

と

が

挙
げ
ら

れ
、

謙
宗
の

深
い

教

養
を
読

み

取
る
こ

と
が
で

き
る

。

ま
た

、

伝
法
偈
の

存
し

な
い

中
国
曹
洞
禅
僧

の

機
縁
に
つ

い

て

は

『

五

家
正

宗
賛
』

か

ら

の

引
用
が

多
く
見
ら
れ

る

南
英
謙
宗
撰
『

伝
法
偈
下

語
』

の

意
義
（
龍
　
谷）

点
や

、

五

位
思

想
の

易
学
的
解
釈
で

重
用
さ
れ

る

『

周
易
』

の

要
語
が

多
く
引

用
さ

れ

る

点
な
ど

も
特
徴
と

し

て

挙
げ
ら

れ
る

。

　
謙
宗
の

禅
僧
と

し
て

の

経
歴
は

五

山
か

ら

始
ま
っ

て

お

り
、

曹
洞
宗

へ

の

転
向
後
も
臨
済
の

宗
風
に

よ

る

影
響
が

少
な

く
な
か
っ

た
こ

と

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
（
3）

佐
藤

英

樹
氏
に

よ

っ

て

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

臨

済
宗
で

重

用
さ

れ

た

「

五

家
正

宗

賛
』

の

引

用
が

多
く
行
わ

れ

る

こ

と

も
、

こ

の

よ

う
な
影

響
が

考
え
ら

れ

る

で

あ
ろ

う
。

ま
た

佐
藤
氏
は

、

謙
宗
の

親
撰
と

さ
れ

る

「

耕
雲
種

月
開
基

年
代
並

傑
堂
和

尚
行
状

及
謙

宗
年
譜
私
録
』

（

以

下

『

私
録
』

）

に

含
ま
れ

る

語
録
の

引
用
典
籍
と

し
て

、

『

周
易
』

『

漢

書
』

な
ど
の

漢

籍
や

、

寒
山
・

蘇
軾
・

杜
甫

・

杜
牧
・

葉
苔
磯
な

ど
の

漢
詩

を
挙

げ
て

い

る

が
、

『

下

語
』

で

も
こ

れ

と

同

様
の

傾

向
が

存

す
る

。

こ

の

よ

う
な

引
用
傾

向
の
一

致
は

、

「

下

語
』

が

謙
宗
の

親

撰
で

あ
る

こ

と

を

肯
定

す
る
一

要
素
に

な
る

と

考
え
る

。

『

伝
法

偈
下

語
』

に

お

け
る

如
浄
と

道
元

　
中
世

曹
洞
宗
の

祖
師
が

、

開
祖
で

あ
る

道
元
の

思
想
を
ど
の

よ

う
に

捉
え
て

い

た

か

を

具
体

的
に

把
握
で

き
る

典

籍
は

少
な
い

。

そ
の

た

め
、

『

下

語
』

に

お

け
る

道
元

章
の

説
示

は
、

室
町

期
の

禅

僧
が

道
元

の

思

想

を

ど

の

よ

う
に

捉
え

て

い

た

か

を
知
る

上

で

重
要
と

な
る

。

そ

こ

で
、

本
師
で

あ
る

如
浄
章
も
含
め

て
、

道
元
章
が
ど

の

よ

う
に

展
開

さ
れ

て

い

る

か

を

見
て
い

き

た
い

。

　
天

童
如
浄

禅
師、

上

堂

挙
、

世

尊
云

、

一

人
発
真
帰
源

、

十

方
虚

空
悉
皆
消

一

四
九

一 701 一
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南
英
謙
宗
撰

『

伝
法
偈
下

語
』

の

意
義
（

龍
　
谷）

　

殞、

乃

云
、

既

是

世
尊
所
説、

未
レ

免
尽

作
奇
特

ノ

商
量
一

天

童

則

不
レ

然
、

　
一

人

発
レ

真
帰
レ

源
、

乞
児
打
二

破
飯
椀→

　

　

月
云
、

一

人
発
真
帰
源

、

十

方
虚
空

悉
皆
消
殞

、

作
麼
生

会、

云
、

却
将
一

　

　
錦
様
鶯

花
ノ

地
→ 、

変
作
二

元

暉

水
墨

．

図
ト
、

云
、

如

何
是

水
墨

．

図
、

有

　

　
僧
指
一
大

極
，

図
一

云、

看
、

月
云、

堪
レ

笑
翰
林
陶

学

士、

年
々

依
レ

様
書

　

　
葫
蘆、

便
掀一・

却
図
→

急
索
云
、

更
道
々

々
、

便
縮

却
舌

、

悚

然ン一
ア

良
久、

　

　
天

童

則

不
レ

然、

一

人
発
真
帰
源

、

乞
児
打
破
飯

椀、

便
展
レ

手
云

、

還

我

　

　
破
片

来
、

自

代
云

、

何

不
レ

早
道

、

既
抛
二

在

這
ノ

≡
闢
瞿

猛

焔

裡」
了
也、

　

　
和
語
剥
二

却
離
卦
、

乃
云

、

蓋
先
師
別
有
二

蜜
口

．

】

着
、

更

請、

委
悉
参

　

　

署、
（
『

下

語
』

二

一

丁
表
〜
一

＝

丁

裏
、

訓
点
の

欠
落
は

原
文
の

ま

　

　
ま
と

し
た
、

以
下
同
）

　

如

浄
章
は

、

『

楞

厳
経
』

の
一

節
を

拈
提
し

た

上

堂
が

本
則
と

さ

れ

て

い

る
。

謙
宗
は

こ

の

上

堂
を
起
点
に

、

会
下

の

僧
と

の

活
発
な

問
答

の

応
酬
を

展
開
し

て

い

る
。

し

か

も

そ
の

解
釈
は

、

太
極
図
を

用
い

な

が

ら
、

五

位
の

易
学
的
解
釈
で

も
重
要
と

な

る

離
卦
を

も
っ

て

収
束
さ

せ

て

お

り
、

謙
宗
の

『

重
離
畳
変
説
』

な
ど

の

著
作
と

の

関
連
も
窺
わ

せ

る

も
の

で

も
あ
る

。

こ

の

如
浄
章
で

特
に

注

目
し

た
い

の

は
、

傍
線

部
の

よ

う
に

、

謙
宗
の

先
師
で

あ
る

能
勝
の

「

密
啓
一

着
」

が

別
に

存

在
し

て

い

る

こ

と

が

示
さ

れ

て

い

る

点
で

あ
る

。

密
啓
と

は
、

「

秘
密

の

お
し

え
」

と
い

う
ほ

ど
の

意
に

解
せ

る

が
、

如
浄
の

上

堂
に

関
し
て

、

能
勝
に

よ

る

秘
伝
的
解
釈
が

謙
宗
に

伝
承
さ

れ
、

参

学
す
べ

き
対

象
と

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
4）

な
っ

て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　

如
浄
章
を

ふ

ま

え
、

次
に

道
元
章
を

見
て

み

た
い

。

道

元
章
は
二

段

に

分
か

れ

て

い

る

が
、

本
論
で

は

前
段
を

考
察

対
象
と

す
る

。

一

五

〇

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

ワ

　
永
平

道
元

禅
師

、

挙
二

天

童

浄
一

人

発
真
帰

源
乞
児
打
破
飯
椀
之
話
→

、

乃

　
云

、

大
仏
道

、

一

人

発

真
帰
源

、

十

方
虚

空
発

真
帰
源、

永
平
旧、
石

大
仏

寺

　
　
月
云、

一

人

発
真
帰
源

、

十
方
虚

空
発
真
帰
源

、

意
旨
如

何
、

云
、

馬
蹄

　
　
何
処
避
レ

残
紅、

乃

云
、

当
レ

知
虚
空
在
二

汝
心

内〜
、

猶
如
レ

点
二

片
雲

大

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
ン

　
　
清
裡

、

況

諸

世

界
在
二

虚

空

邪
、

是

亦
有
二

密
啓
一

件
ハ

別

請
商
量

看、

　
　
〔

『

下

語
』

二
一

丁

裏
〜
二

二

丁
表）

　
「

大

仏
道
」

と

始
ま

る

道
元
の

説

示
は

、

大
仏
寺
時

代
の

寛
元
二

年

（
一

二

四

四）

二

月
二

七

日
に

示

衆
さ

れ

た

『

正

法
眼

蔵
』

「

転
法
輪
」

巻

か

ら

の

引
用

と

推
察
で

き
る

。

こ

の

説
示

に

対
し

て

謙

宗
は

、

「

当
知

虚

空
（

中
略
）

在
虚

空

邪
」

と

い

う
『

楞
厳

経
』

の
一

節
（
『

大

正
蔵
』

一

九

巻
一

四
七
頁
中）

を
引
用
し

、

さ

ら

に

如
浄
章
の

時
と

同
じ

く
「

密

啓
一

件
」

が

有
る
こ

と

を
示
し

、

会
下
の

大
衆
に

商
量

を

請
う
て
い

る
。

本
則
の

選
定
と

「

密
啓
」

の

存
在
か

ら
、

明
ら
か
に

謙
宗
は

如
浄
章
と

道
元

章
を
関

連
付
け
て

講
述
し
て

い

る

と

言
え
よ

う
。

能

勝
・

謙

宗
と

『

正

法
眼

蔵
』

「

転

法
輪
」

巻

　
『

正

法
眼
蔵
』

「

転
法
輪
」

巻
は

、

如
浄
の

『

楞
厳
経』

に

基
づ

く
上

堂
を

拈
提
し

た

示
衆
で

あ
る

。

「

一

人
発
真
帰
源
」

を
拈
じ
た

如
浄
に

、

五

祖

法
演
・

仏
性
法
泰
・

園
悟
克
勤

、

そ

し
て

道
元
自
身
を

加
え
た
五

師
の

語
を
前
提
と

し

な
が

ら
、

偽
経
と

さ
れ
る

『

楞
厳
経
』

で

あ
っ

て

も
仏

祖
に

転
ぜ

ら

れ

た

も
の

は

「

仏

句
祖
句
」

に

な
る

こ

と
を

示
し
、

仏
祖
の

転
法
輪
を

明
か

す
も
の

で

あ
る

。

『

下

語
』

の

如
浄

章
も

、

『

如

浄
録
』

か

ら

の

引
用

と
い

う
よ

り
は

、

「

転
法
輪
」

巻
を

ふ

ま
え
て

い
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る
と

見
る
べ

き

で

あ
ろ

う
。

　

如
浄

章
・

道
元

章
で

示
さ

れ
る

「

密

啓
」

と

は

お

そ
ら

く
、

こ

の

「

転
法

輪
」

巻
に

関

す
る

能

勝
の

秘

伝
的

解
釈
で

あ
っ

た

と

考
え

る
。

諸
仏
諸

祖
に

よ

る

伝

法
偈
や

要
訣
を

講
述

す
る

『

下

語
』

に
お

い

て
、

曹
洞

禅

僧
に

と
っ

て

最
も

重

要
と

な
る

如

浄
章
・

道
元

章
に

「

転
法

輪
」

巻
が

本
則
と

し

て

選

択
さ

れ
て

い

る

こ

と
は

、

謙
宗
が

道
元
の

著

述
の

中
で

も
同
巻
を
重

視
し
て

い

た

こ

と

を
示
し

て
い

よ

う
。

こ

れ

を

証
す
る

よ

う
に

、

『

私

録
』

に

は

「

転
法
輪
」

巻
に

関

す
る

次
の

よ

う

な
記
述

が

存
す
る

。

　
応
永
三

十
一

年
甲
辰

、

謙
宗

、

法
臘
二

十
三

、

世
寿
三

十
八

、

三

月

十
一

日

　
脱

参

了
二

於
二

殿
前
一

失

脚

喫
顛、

忽

然
ト

シ

テ

契
レ

旨
二

、

四

月
二

十

七

日
、

　
永
平

寺
ノ

檀
那
波
多
野

元
尚、

以
コ

永
平
寺
開

山
ノ

真

筆
ノ

転
法
輪
書
り

贈
二

与

　
耕

雲

先

師
一

師

即
日
．

与
二

永
平

曩
祖
一

設
レ

斎

仍

為
顕
二

示

其
ノ

語
，

遂
二

　
秘
幽

之
、

翌
日

二

命．
．

テ

謙
宗
写
け

ム

之
二

冊
、

其
ノ

一

冊
ハ

先
師
常
自
誦
持

、

一

　
冊

ハ

乃
授
二

与
謙
宗

二

、

殊

以

為
二

印
心
之

証
弓 、

因

法
輪

転
転
法

輪
之

両
節

　
密

ー
、

〔

新
潟
県

種
月

寺
所
蔵
『

私
録
』

五

丁
裏
〜

六

丁
表）

　
こ

れ

に

よ

れ

ば
、

応
永
三
一

年
（

一

四

二

四
）

三

月

＝

日
に

契
悟

し
た

謙
宗
は

、

同

年
四

月
二

八

日

に

波

多
野

元

尚
よ

り
能
勝
に

贈
与
さ

れ
た

道
元
真
筆
の

「

転
法
輪
」

巻
を
二

冊

書

写
し

た
。

そ
の
一

冊
は

能

勝
が

「

常
自
誦
持
」

し
、

も
う
一

冊

は

謙

宗
に

授
与
さ

れ
、

「

印
心
之

証
」

と

さ

れ

た

の

で

あ

る
。

　
こ

こ

で

注
目

し

た

い

の

は
、

傍
線

部
の

よ

う
に

、

能
勝
が

「

転
法

輪
」

巻
の

到
来
に

際
し
て

そ
の

語
を

顕
示
し

な
が

ら
も

「

遂
秘
之
」

し
、

南
英
謙
宗
撰
『

伝
法
偈
下

語
』

の

意

義
（

龍
　
谷）

さ

ら

に

能
勝
と

謙
宗
の

間

で

の

み

「

転
法
輪
」

巻

を

介
し
て

「

密
商
量

参
徹
了
」

さ
れ

た
こ

と

で

あ
る

。

こ

の

記
述

は
、

能
勝
に
よ

る

「

転
法

輪
」

巻
の

商
量
が

、

伝
法
の

資
で

あ
る

謙

宗
だ
け

に

な
さ

れ
、

そ
の

教

え
が

秘
密
的
に

伝
え
ら

れ
た

こ

と
を

示
す
も
の

と

考
え
ら
れ

る
。

こ

れ

は

謙
宗
が

如
浄
章
に

お
い

て

述
べ

た

「

先
師
別
有
密
啓
一

着
」

と
い

う

言
葉
を

想
起
さ
せ

る

も
の

で

あ
る

。

　
謙

宗
の

親
撰
と

考
え
ら

れ

る

『

下

語
』

と

「

私
録
』

の

両

典
籍
に

、

同

じ

く
「

転

法
輪
」

巻
に

関

す
る

言

及
が

確
認
で

き
る

こ

と

は
、

能

勝
・

謙
宗
が

同
巻
を
重
視
し

て

い

た

こ

と

を
強
く
推
察
さ
せ

る

も
の

で

あ

り
、

ま
た

そ
の

伝
授
に

お
い

て

密
伝
的
解
釈
が
行
わ

れ
て

い

た
こ

と

は
、

室

町
期
の

曹
洞
宗
教
学
を

考
え
る

上

で

重
要
な

事
実
で

あ
ろ

う
。

そ

れ

は
、

室
町

期
以
降
に

多
く
残
さ

れ

た

門
参
文
献
に

見
ら

れ

る

よ

う

な
密
参
禅
的
な

要
素
が

、

既
に

能
勝
・

謙
宗
師
資
の

間
に

存
し

た
こ

と

を
実
際
に

示

す
も
の

で

あ
る

か

ら
で

あ

る
。

『

報
恩

録
』

と
の

関
係

　
こ

こ

で
、

中
世
曹
洞
宗
の

教
学
を

読
み

取
る
こ

と
が
で

き
る

文
献
で

あ
る

『

報
恩
録
』

を

参
照
し

た
い

。

『

報
恩
録
』

は
、

瑩
山

紹
瑾
の

撰

述
と
い

う
識
語
が
あ

り
な
が
ら、

実
際
に
は

後
世
の

太
源
宗
真
（
一

三
七
〇

寂
）

門
派
に

属
す
る

僧
の

名
前
な

ど

が
散

見
す
る
こ

と
か

ら
、

同
派
の

門
流

が

中
心
と

な
り
、

様
々

な

僧

達
の

言

説
が

重

層
的
に

組
み

合

わ

さ
っ

て

成
立

し
た

文
献
で

あ
る

と

考
え
ら
れ

る
。

一

五
一
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南
英
謙
宗
撰
『

伝
法
偈
下

語
』

の

意

義
（
龍
　
谷）

　
『

報
恩
録
』

巻
下

に

は

「

五

大

老
折
角
」

と

題

さ

れ

た
、

「

転

法
輪
」

巻
に

基
づ

く
公
案
が

存
す
る

。

「

五

大

老
」

と

は
、

「

転
法
輪
」

巻

で

＝

人
発
真
帰
源

、

卜
方
虚
空
悉
皆
消
殞
」

の

句
を

拈
提
し
た

五

師
の

こ

と

で

あ
る

。

『

報
恩

録
』

に

お
い

て

道
元
の

言
説
が

本

則
と

な
っ

て

い

る

例
は

少
な
い

が
、

数
あ
る

道
元
の

説
示
か

ら

「

転
法
輪
」

巻
が

用
い

ら

れ

て

い

る

の

は

如
何
な
る

理
由
か
ら

で

あ
ろ

う
か

。

推
測
が
許
さ

れ

る

な
ら

ば
、

そ
れ

は

先
に

確
認
し
た

よ

う
な

、

能
勝
・

謙
宗
師
資
に

よ

る

「

転
法
輪
」

巻

の

重

視
が

背
景
に

あ
る

と

考
え
る

。

「

報
恩
録
』

の

諸
写

本
の

中
で

も
、

特
定

の

禅
者
の

言
葉
が

多
く
明
記
さ
れ

て

い

る

最
福

寺

所
蔵

本
に

は
、

「

五

大
老
折

角
」

の

注

釈
と

し

て

次
の

よ

う
な

文
言
が

確
認
で

き
る

。

耕
雲
先
凵

、

一

人

発
真

帰

源、

十
方
虚
空

築

著
確

著
、

顧
二

視
左

右一

日
、

鉄

　

　ハ
が

　

　

カソ

団

団

巒

巒
巒、

拶
云

、

畢
竟
如
何、

云、

一

針
直
下

透
一
全

身
ハ

抄
云

、

畢

竟
衲
僧
ノ

最

初
当
著
ヨ
、

又
云
、

全
身
放

下

是
全

身、

頂
デ

モ

有
レ
、

タ

ナ

ウ

ラ
デ

モ

有
レ
、

針
ヲ

シ
ツ

ト
亠
11

万
処
デ、

全
身
ニ

グ
ツ

ト

透
タ

ゾ
、

（
『

曹

洞
宗
全

書』

「

宗
源

下
」

六

＝
〜
六
一

二

頁
）

　
「

耕
雲
」

と

は
、

耕
雲
寺
を

開
山
し

た

能
勝
の

こ

と

で

あ
り

、

「

十

方

虚

空

築

著
儘

著
」

は
、

五

祖

法

演
の

語
で

あ

る
。

こ

の
一

段
の

注

釈

は
、

「

転
法
輪
」

巻
の

五

師
の

う
ち

、

五

祖

法
演
の

語
に

対

す
る

能

勝

の

講
述

な
の

で

あ
る

。

こ

れ

ま

で

の

考
察
を
ふ

ま

え
れ

ば
、

「

五

大
老

折
角
」

の

注
釈
に

能
勝
の

も
の

と

さ

れ

る

講
述
が

含
ま
れ

る

こ

と

は
、

単
な

る

偶
然
の
一

致

と

言
い

切
る
こ

と

も
で

き

な
い

で

あ

ろ

う
。

一

五
二

　

能
勝
・

謙
宗
は

太
源
派
に

属
す
る

僧
で

あ
る

が
、

上

述
の

如
く
『

報

恩
録
』

の

編
纂
に

は

同
派
が

深
く
関
わ
っ

た

と

考
え
ら
れ
る

。

そ

う
で

あ
れ

ば
、

太

源
門

派
内
に

伝
承
さ

れ

た

能

勝
・

謙

宗
に

よ

る

「

転

法

輪
」

巻
に

関
す
る

教

説
が

影

響
し

、

『

報
恩

録
』

と
い

う
公

案
拈
提
集

が

編

纂
さ
れ

る

過
程
で

、

同
巻
が

「

五

大
老
折

角
」

と

し

て

組
み

込
ま

れ

て
い

っ

た

と

推
測
す
る

こ

と

も
可
能
で

あ

ろ

う
。

軽
々

な
判
断
は

慎

む
べ

き
で

は

あ
る

が
、

こ

の

推
測
が

正

し

け

れ

ば
、

「

下
語
』

・
『

私
録
』

よ

り

導
き
出
さ

れ

る

能
勝
・

謙
宗
と

「

転
法
輪
」

巻
の

関
係
性
は

、

不

明

確
な
点
が

多
く

残
る

『

報
恩
録
』

の

編

纂
過

程
の
一

端
を

具
体
的

に

あ
と
づ

け
る

こ

と

が

で

き

る

貴
重
な

事
実
と

な

る

と

考
え
る

。

お
わ

り
に

　
以

上
、

如
浄
・

道
元
に

関
す
る

謙
宗
の

説
示
を

中
心
に

、

能
勝
・

謙

宗
師

資
に

お
け
る

「

転
法
輪
」

巻
の

重
視

、

そ

し

て

『

報
恩
録
』

の

成

立

背
景
の
一

端
に

ま
で

言
及
し
て

き
た

。

謙
宗
の

契
悟
に

際
し
て

「

印

心

之

証
」

と

さ

れ

た

「

転
法
輪
」

巻
は

、

能
勝
・

謙
宗
に
と
っ

て
、

単

に

道
元
の

説
示
の
一

つ

と
い

う
も
の

で

は

な

く
、

ま
さ

に

伝
法
の

証
と

し
て

特
別

な
意
味
を

持
つ

も
の

で

あ
っ

た
。

ま

た

「

伝
法
偈
」

を
講
述

す
る

と
い

う
営
為
も

、

師
資
間
の

嗣
法
・

伝
法
が

強
く
意
識
さ
れ
た

か

ら

に

相
違
な
い

。

　
能
勝
・

謙
宗
が

「

転
法
輪
」

巻
を

伝
法
の

証
明
物
と

し
て

授
受

す
る

と
い

う
発
想
は

、

室

町
期
か

ら
多
く
作
成
さ

れ

る

門

参
や

切
紙
の

嗣
法
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時
に

お

け
る

相
伝
に

通
じ

る

も
の

で

あ
り

、

ま

た
、

「

密
啓
」

と

い

う

密
伝
・

別
伝
の

教
え
の

存
在
も

、

夜
参
な
ど

に

お

け
る

室
内
商
量

と

関

連

す
る

も
の

で

あ
ろ

う
。

こ

の

よ

う
に

見
る

と
、

能
勝
・

謙
宗
の

説
示

は
、

そ
の

後
の

曹
洞
宗
教

学
の

主
と

な
る

公
案
・

密
参
禅
的
要
素
を

多

分
に

含
ん

で
い

る

の

で

あ
る

。

能
勝
・

謙
宗
の

思
想
に

つ

い

て

は
、

五

位
思
想
を
も
っ

て

そ
の

中

核
と

さ
れ

て

お

り
、

そ
れ

自
体
に

誤
り
は

な

い

が
、

本
論
で

言
及
し
た
よ

う
な

、

室
町
期
以

降
の

曹
洞
宗
教
学
の

特

徴
を
示
す
別
の

側

面
も
考
え
ら
れ
る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

　

中
世
曹
洞

宗
の

思

想
・

教
学
を
知
る

上

で

は
、

従
来
用
い

ら

れ

て

き

た
語
録
や

僧

伝
史
料
に

加
え

、

新
た

に

発
掘
さ

れ

て

き

た

抄
物
を
は

じ

め

と

す
る

諸
文

献
の

活
用
が

不
可
欠

で

あ

る
。

し

か

し
、

新
た

な
史
料

に

は

そ
の

真
偽
を

は

じ
め

と

し

て

未
だ

多
く
の

問
題

が

残
さ

れ

て

お

り
、

特
に

断
片
的

に

記
録
さ

れ

る

言
説
を

扱
う
際
に

は

注
意
が

必
要
と

な
る

。

ま
た

、

こ

の

よ

う
な

史
料
に

対
し

て
、

そ
の

史
料
自
身
の

み

か

ら
位

置
づ

け
を
図
る
こ

と

は

困
難
で

あ
り

、

関
連

す
る

複
数
の

史
料
を

用
い

て
、

さ
ら
に

広
い

視
点

か

ら

複
合
的
な

考
察
を
加
え
る

必
要
が

生

じ

る

で

あ
ろ

う
。

斯
様
な

状

況
に

お
い

て
、

謙

宗
と
い

う
一

人
の

人

物

が

著
し

た

こ

と

が
ほ

ぼ

確
実

で

あ
る

『

下

語
』

の

よ

う
な
文
献
の

存
在

は

貴
重
で

あ

り
、

本

論
に

お

け
る

『

報
恩
録
』

と

の

関
係
の

よ

う
に

、

他
の

文
献
に

残
さ
れ
た

記

述

を

考
え
る

上

で

の
一

つ

の

基
準
点
と

な

り

得
る

と
い

う
意
義
を
内
包
し

て
い

る

と

も
考
え
る

。

南
英
謙
宗
撰
『

伝
法
偈
下

語
』

の

意
義
（

龍
　
谷
）

1
　
椎
名
宏

雄
「

『

秘
密
正

法
眼

蔵
』

の

諸
本
」

（

「

瑩
山
禅
』

　一

一

巻
、

山

　

喜
房
仏

書
林

、

一

九
九
一

年
）

二

三

四

〜
二

三

八

頁
参
照

。

2
　
例

え
ば

、

石
川
力
山
「

『

秘
密
正

法
眼

蔵
』

に
つ

い

て
」

（

『

宗
学

研
究
』

　
二

〇

号
、

一

九

七

八

年
三

月
）

な
ど

。

3
　
佐

藤
英

樹
「

南
英
謙
宗
と

そ
の

語
録
　
　
「

南
英
謙
宗
語
録
」

を

中
心

　

と

し

て

　
　
」

（

『

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論

集
』

四

三

号
、

二

〇
一

二

年

　
］

○

月
）

参
照

。

4
　
松

田
陽

志
「

南
英
謙
宗
の

五

位
説
に

関
す
る
一

考
察

　
　
重
離
畳

変
説

　

を
め

ぐ
っ

て

　
　
」

（

『

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』

二

六

号
、

　一

九
九

五

　

年
一

〇

月
）

で

は
、

『

重
離
畳

変
訣
』

に

示

さ

れ
る

謙
宗
の

「

密
伝
」

と

　

そ
の

具
体
的
内
容
に

関

す
る

考
察
が

な
さ

れ

て

お

り、

「

密
啓
」

を

考
え

　

る
上

で

大
き

な
示
唆
を

与
え

て

く
れ
る

。

〈

附
記
〉

本
論
で

用
い

た

『

私
録
』

は
、

種
月

寺
に

所
蔵
さ

れ

る

写
本
の

写

真
デ

！
タ

を
、

佐
藤

英
樹
氏
よ

り
拝
見
さ
せ

て

頂
き
ま

し

た
。

こ

こ

に

記
し

て、

種
月
寺

御
住
職

寒
河
江
真
爾
師
並

び

に

佐
藤
英
樹
氏
に

厚
く

御
礼
申
し

上

げ
ま

す
。

〈

キ

！
ワ

ー

ド
V

　

南
英
謙
宗

、

傑
堂
能
勝

、

『

伝
法
偈

下
語
』

、

道
元

、

如

浄

　
　
　

　（
駒
沢

女
子
大

学
非

常
勤
講

師）

一

五
三
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